



































































































































































日程 開催校 受講者 講座内容 担当者
２０１６年７月６日 南古谷小学校 ４～６年生３６名 低温の世界 宇和田
９月２１日 寺尾小学校 ４～６年生２７名 低温の世界 宇和田
９月２９日 高階中学校 ２年生１６５名 低温の世界 宇和田，石黒
１０月１９日 川越小学校 ４～６年４０名 低温の世界 宇和田
２０１７年１０月１８日 川越小学校 ４～６年生２６名 DNAを見てみよう 石黒
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城西大学教職課程センター紀要  第３号
り，改善すべき点は多々ある。このようにリアク
ションを示されると反省材料がよりわかりやすく
なる。
４．まとめ
　２０１６～２０１７年度の川越市「小・中・大学連携理
科ふれあい事業」の概要およびこれに対する城西
大学理学部化学科の取り組みについてまとめた。
我々の提供する講座は体験を通して理科に対する
興味・関心や知的好奇心，探究心を醸成するとい
う目的をある程度は達成していると考えるが，幾
つか改善すべき点もあった。いわゆる「理科離
れ」の原因の一つとして最先端の科学技術と小・
中学校の理科教育との間に大きな開きがあること
は確かであり，このような小・中学校と大学との
間の連携は不可欠であると思われる。最先端の科
学を感じさせる体験を提供し続けられればよいと
考えている。またこの際，小・中学校の理科教育
との関連性を考えても，また疑問を持たせそれを
解決するという論理的思考のサイクルの一端を示
すためにも，本事業において大学理学部の存在は
重要であろうと考える。また，小・中学校の児童
生徒と接し彼らの素直な反応を見たり素朴な疑問
に答えたりすることは，我々教員のみならず理学
部に多い中学・高校の教員を目指す学生にも大き
な刺激となり，励みにもなる。本事業には今後も
継続して協力してゆきたい。
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